
施設・事業 予算額 

(千円) 

内容等 

清水日本平運動公園

球技場 設備更新事業  

183,000 

 

（事業内容）企業版ふるさと納税を活用し、IAI スタジアム日本平

（清水 日本平運動公園球技場）の観客席を更新  

・更新設備：メインスタンド側観客席 4,722 席           

（SS 席・S 席の 2,962 席は背もたれ付き座席に変更） 

・工事期間：令和７年 12 月～令和８年１月           

（Ｊリーグオフシーズン） 

 

ユニバーサルスポーツ

聖地化 推進事業 

59,400 

 

（事業内容）パラスポーツで優先的に利用可能な屋内運動場等の

整備に向けた設計を実施  

・整備場所：ちゅ～るスタジアム清水（清水庵原球場）           

第１駐車場  

・整備内容：屋内運動場 

・整備面積：約 2,000 ㎡（50ｍ×40ｍ）  

・想定種目：サッカー、野球、ソフトボール など  

・スケジュール：令和７年度 設計  

          令和８年度 整備工事 

令和９年度 供用開始 

 ※屋内運動場の整備とともに、バリアフリートイレ増設   

なども実施 

 

ふれあい健康増進館

改修事業 

△63,000 

 

（事業内容）ふれあい健康増進館「ゆらら」中規模改修の工期見直 

しに伴う現年予算の減額  

・工事内容:屋上防水改修         

外壁塗装          

ガラス窓改修  

・工事期間：見直し前 令和７年８月～令和８年３月         

見直し後 令和７年９月～令和８年６月 

 ・事業費：総事業費 159,000 千円 → 変更なし         

令和７年度 159,000 千円 → 96,000 千円         

令和８年度      0 千円 → 63,000 千円         

※令和８年度事業費は債務負担行為を設定 

 

ローラースポーツパー

ク管理 運営事業 

141 

 

（事業内容）令和７年９月 29 日に西ケ谷総合運動場にオープンす 

るローラースポーツパークの管理運営に係る指定管理 

料  

・積算内容：受付業務、清掃・見回りに係る人件費など 

 

（仮称）三保グラウンド

ゴルフ場 整備事業 

48,000 

 

（事業内容）グラウンドゴルフ場の津波浸水想定区域外への移転整

備に向けた設計などを実施  

・実施内容：測量・境界確定  

        地質調査        

    実施設計  

・対象地：清水区三保地内（旧清水三保市営住宅用地） 

・対象面積：約 13,000 ㎡ 

         （コース想定面積：約 6,500 ㎡） 

令和７年度 ６月補正予算の概要 

参考資料２ 



 

・スケジュール：令和７年度 測量・境界確定、地質調 

査、実施設計  

令和８年度 整備工事           

令和９年４月 供用開始 

  

南部体育館躯体調査

事業 

24,794 

 

（事業内容）南部体育館の天井裏の梁の打診調査を実施  

・実施内容：アスベスト調査 

天井点検口の開設    

        天井裏のコンクリート梁の目視点検  

不良箇所の打診調査  

・実施箇所：南部体育館（駿河区曲金）           

１階・２階  

・実施期間：令和７年７月～令和８年３月 

 



≪１．各施設の役割≫

≪０.基本認識（背景）≫

静岡市では、『第２期静岡市スポーツ推進計画』の基
本施策に「障がいのある人のスポーツ活動の推進」を
掲げ、障がいのある人でも参加できるスポーツ事業
を充実させ、心身の健康を維持するとともに、障が
いのある人とない人が一緒にスポーツを行うことで、
スポーツを軸とした共生社会の実現に取組んできた。

・全国障がい者スポーツ大会選手選考/派遣
・障がい者スポーツ教室事業の実施
・パラバドミントンサポートシティ推進事業の実施

日本パラバドミントン連盟との「パラバドミントン
サポートシティに係る覚書」の締結（R2～）

・車いすバスケ男子日本代表合宿の誘致

これまでの静岡市の取組み

＜社会的意義と時代性＞
・パラリンピックなどの注目大会の開催を背景に、パラスポー
ツへの関心が高まっている社会情勢にある。（1960年ロンド
ン五輪で初めてパラリンピックが開催、その後1964年東京
五輪に繋がり、2024年パリ五輪では、オリンピックに引けを
取らない高い注目を集めており、社会の関心が非常に高まっ
ている。）

＜パラスポーツの課題＞
【1】障がい者に配慮された設計のスポーツ施設が少ない。
【2】アクセスの壁：障がい者にとっては「移動」そのものが

ハードル
【3】天候による影響を受けやすい
【4】障がい者ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ・大会の開催場所・機会の不足

パラスポーツを取り巻く課題 庵原エリアの持つポテンシャル

・エリア内に「IAIパラスポーツパーク」、
「清水ナショナルトレーニングセンター」、
付近に「清水清見潟スポーツセンター」が
存在し、スポーツの普及・振興に取り組
まれている。

・距離的にも10分圏内で結ばれるコン

パクトなエリアであり、かつ、車移動がメ
インである障がい者にとって、関東圏か
ら車で２時間以内という好立地。全国初
の障がい者スポーツ推進エリアとして、
聖地化のポテンシャルを有している。

〇清水庵原球場＋屋内運動場
障がいの有無や年齢を問わず誰もが安心して利用できる、多目的屋内スペース。
パラスポーツやリハビリスポーツ、ジュニア世代のトレーニングや遊びによる体づくりなど幅広く活用。

〇清水清見潟公園スポーツセンター
アリーナ・プールを兼ね備えた屋内複合施設。誰もが利用できる施設。

〇IAIパラスポーツパーク
バリアフリー設備を備えた競技用施設。大会・イベント開催と共に、地域と連携した啓発活動を展開。

〇清水ナショナルトレーニングセンター
トップアスリートの育成拠点。ユニバーサルデザインの視点を取り入れ、誰もが利用できる施設。

トップアスリート

初心者

一般利用者

×

×

各種パラスポーツをエリア内で補完可能に

当該エリアを中心に面的に整備することで、年間を通じてパラスポーツの大会・教室・合宿が定着する。
市民の共生意識の醸成、次世代教育への効果が創出される。
清水は「競技者だけの場」ではなく、「誰もが参加できるスポーツ文化（ユニバーサルスポーツ文化）の発信地」となる。
インクルーシブな社会のモデル都市として、スポーツと健康、福祉、観光、教育を融合させた地域活性化にもつながる。

≪２．将来像≫
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３－１－1 ユニバーサルスポーツの聖地化（庵原エリア） （事業）
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３－１－２ ユニバーサルスポーツの聖地化 （事業）


